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乳房炎の依頼検査の現状と課題 
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要約要約要約要約    

乳房炎の依頼検査は通常、検査結果をその都度回答してきたが、その結果を更に各農場

における乳房炎対策に生かすことを目的として、過去 5 年間の乳房炎依頼検査 3,563 検体

について①菌種別分離割合、また依頼検査検体数の多い10農場について②菌種別分離割合、

③薬剤耐性率を検討。①についてはコアグラーゼ陰性ブドウ球菌（CNS）、レンサ球菌（Strep

）、大腸菌群（CO）、黄色ブドウ球菌（SA）、酵母様真菌の順に多かった。②については農

場により SA で 3.0~32.9％、CO で 8.8~41.6%の差があった。③については農場によりアン

ピシリン（ABPC）耐性が Escherichia coli で 0~64.7%、エリスロマイシン（EM）耐性が

CNS で 2.4～47.4%の差があった。菌種別分離割合は農場毎に異なることから各農場の菌種

別分離割合と薬剤耐性率を把握することが乳房炎の予防と治療に重要と推察され、依頼検

査回答時に過去の検査結果を集計したものを併せて提供することで乳房炎対策に活用して

いきたい。 

 

１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

管内の乳房炎の依頼検査（以下、依頼検

査）は過去 5 年間の平均で年間 630 検体実

施しており、結果はその都度、依頼のあっ

た獣医師や農場に回答している。しかし、

細菌分離と薬剤感受性試験の結果が得られ

るまでには時間がかかるため、結果を乳房

炎の初期治療に活用することは難しい。  

今回、依頼検査の細菌分離検査と薬剤感

受性試験の結果を分析し、乳房炎対策に活

用する方法を検討した。  

 

２２２２    材料・方法材料・方法材料・方法材料・方法    

平成 19 年 4 月～平成 24 年 10 月までに

依頼検査を実施した 122 農場 3,563 検体

の結果について①全検体の菌種別分離割合、

②依頼検体数の多い10農場における農場毎

の菌種別分離割合および分離株の薬剤耐性

率について検討した。細菌検査は血液寒天

培地、DHL 寒天培地、マンニット食塩寒天

培地、サブロー寒天培地にそれぞれ乳汁 20

μl を塗布し 18～48 時間 37℃5%炭酸ガス

培養した。分離された細菌は選択培地にお

ける発育状況を参考に、家畜共済における

臨床病理検査要領
1)
に従って同定した。薬

剤感受性試験はディスク拡散法で実施した。 

 

３３３３    全検体の菌種別分離割合全検体の菌種別分離割合全検体の菌種別分離割合全検体の菌種別分離割合    

全検体の細菌分離結果は表 1 に示した通

りであった。検査を実施した 3,563 検体の

うち 3,221 検体（90.4%）から合計 4,429

株が分離された。分離されたのは CNS が最

も多く 1,354 株（30.6％）、次いで Strep 

1,111 株（25.1％）、CO 741 株（16.7％）、

SA 654 株（14.8％）、酵母様真菌 172 株（

3.9％）、その他 397 株（9.0％）であった。 
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分離株の割合は年次により大きな変動は認

められなかった。平均月別分離株数の推移

は、CNS、Strep、CO は 7～10 月に分離株

数が増加する傾向が認められた。SA につい

ては季節変動は認められなかった（図 1）。  

 

４４４４    10101010農場における農場毎の菌種別分離割農場における農場毎の菌種別分離割農場における農場毎の菌種別分離割農場における農場毎の菌種別分離割

合および分離株の薬剤耐性率合および分離株の薬剤耐性率合および分離株の薬剤耐性率合および分離株の薬剤耐性率    

依頼検査検体数の多い10農場の細菌分離

結果を表 2 に示した。10 農場の検体数は合

計 1,346 検体であった。10 農場の細菌分離

状況は、CNS が最も多く 564 株、次いで

Strep 432 株、CO 290 株、SA 238 株、酵

母様真菌 48 株、その他 142 株となり合計 

1,744 株が分離された。 

農場毎の菌種別分離割合を分離割合=（分

離株数）／（検査検体数）×100 で求めた。 

CNSの分離割合を農場ごとに比較すると

最高 57.1％で、50%以上の農場が 3 戸あっ

た。最低は 23.8％でその差は 2.4 倍あった

（図 2）。Strep は最高 47.8％で 50%近い農

場が 2 戸あった。最低は 15.5％でその差は

3.1 倍だった（図 3）。CO は最高 41.6%で、

30%以上の農場が 4 戸あった。最低は 8.8%

でその差は 4.7 倍であった（図 4）。 SA は

最高 32.9％で、30%以上の農場が 2 戸あっ

 
図 2 CNS 分離割合の比較 

図 1 平均月別分離株数 

 

表 2 依頼検査検体数の多い 10 農場の 

細菌分離結果 

表１ 全検体の細菌分離結果 
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た。最低は 3.0%で、その差は 10.9 倍あっ

た（図 5）。農場毎に菌種別の分離割合を比

較して分類したところ、CNS と Strep の分

離割合が明らかに高いタイプ I の農場が 4

農場、SA が高いタイプⅡの農場が 3 農場、

CO が高いタイプⅢの農場が 2 農場、SA が

少なく、ほかの 3 菌種が同程度分離されて

いるタイプⅣの農場が 1 農場認められた（

図 6）。農場ごとに乳房炎分離菌の割合に大

きな違いが認められた。 

次に、分離菌の薬剤耐性を農場毎に比較

するため10農場の薬剤感受性試験の結果か

ら菌株ごとの平均薬剤耐性率を表 3 に示し

た。耐性率は耐性率=（耐性株の数）／（検

査株数）×100 で求めた。 

CNS、Strep、CO の内、Escherichia coli

及び SA について、アンピシリン（ABPC）、

セファゾリン（CEZ）、エリスロマイシン（

EM）、オキシテトラサイクリン（OTC）、

タイロシン（TS）、エンロフロキサシン（

ERFX）の耐性率を求めた。さらに、農場

毎の耐性率を比較するため CNS の EM 耐

性率、E.coliのABPC耐性率、E. coli のCEZ

耐性率およびSAのTS耐性率について検討

した。 

図 6 農場のタイプⅠ～Ⅳ分類 

図 5 SA 分離割合の比較 

図 4 CO 分離割合の比較 

図 3 Strep 分離割合の比較 
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CNS の EM 耐性率は、農場によって 2.4

～47.4%の違いがみられた（図 7）。耐性率

の高かった 4 農場について年度ごとの耐性

率の推移をみると、A 農場では耐性率の変

化は少なかったのに対して、B 農場と C 農

場では耐性率は上昇傾向を示した。J 農場

は年度によって耐性率が大きく変動した（

図 8）。 E. coli の ABPC 耐性率は、農場に

よって 0～64.7％の違いが認められた（図 9

）。耐性率の高かった 4 農場について年度別

の耐性率の推移は、各農場ともに年度によ

って耐性率が大きく変動していた。

 

図 10 E. coli の CEZ 耐性率比較 

図 9  E. coli の ABPC 耐性率推移 

表 3 10 農場の平均薬剤耐性率 

図 8  CNS の EM 耐性率推移 

図 7  CNS の EM 耐性率比較 
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 E. coli の CEZ 耐性率は、農場によって 4.3

～33.3%の違いが認められた（図 10）。耐性

率の高かった 4 農場について年度別の耐性

率の推移は、ABPC と同様に年度によって

耐性率が大きく変動していた。 SA の TS

耐性率は検査株数が少なかったため、5 農

場について検討した。耐性率は25.0～44.4％

で、5 農場すべてで耐性率が高い傾向がみ

られた（図 11）。 

以上の結果から、依頼検査において乳房

炎原因菌の菌種別の分離割合と薬剤感受性

は農場毎に異なっており、個々の農場にあ

った対応が重要であると推察された。 

 

５５５５    乳房炎カルテの作成乳房炎カルテの作成乳房炎カルテの作成乳房炎カルテの作成    

各農場の依頼検査の結果は、乳房炎の予

防と治療の指針となるものと考えられたこ

とから、農場ごとに年度別の菌種別分離割

合と薬剤耐性率の推移をまとめた「乳房炎

カルテ」（図 12）を作成した。今後、担当

獣医師を通じて農場への情報提供を予定し

ている。 

 

６６６６    今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題    

検査結果を分析するためには、農場や個
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体についての詳細なデータを収集すること

が重要である。このため、分析に必要な項

目を検討し、検査受付用紙を見直していき

たいと考えている。 

また、関係機関等との連携強化も重要で

あり、獣医師や農場からは治療や個体のデ

ータを提供してもらい分析に役立てること、

農業共済組合とは特損事業等で連携を図る

こと、家畜保健衛生所内では乳質向上事業

等と連携することが、検査結果の有効活用

につながるものと考える。 

さらに、検査結果を関係機関等へフィー

ドバックするための新たなデータ処理シス

テムの構築も必要と思われる。 

    

参考文献 

１）全国農業共済協会：家畜共済における

臨床病理検査要領，p.191-222（2005） 

 

 
図 11 SA の TS 耐性率比較 図 12 乳房炎カルテ 


